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池袋における風俗無料案内所の対策の現状等 

平成 17 年 12 月 1日 

総務委員会資料 

総務部 治安対策担当課 

1‘店舗数 21店舗（平成 17 年 11月末現在 最多時 28 店舗） 

（西口）13 店舗 

（東口） 8 店舗 

（参考）都内 10 月末現在 114 箇所 

2. これまでの対応の経過 

-'-'17 年 3 月 池袋駅西口・東口の環境浄化活動の中で店員等に自粛の

呼びかけを行ってきた。 

17 年 3 月 池袋警察署生活安全課において署長名での自粛呼びかけ文

を従業員に直接手渡し，経営者に渡すよう申し渡しした。 

上記呼びかけ文に区長名を連名で掲載し，区職員も同行

して同様の行動を行った。 

17 年 8 月 22 日 池袋警察署講堂において「無料風俗案内所撤去推進協議

会」を発足、警察・区行政・区民が一体となって連日にわ

たって自粛要請を実施している。 

3‘法令的な位置付け 

風俗案内所は，「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」な

どの法令に規定されていないため，規制が困難な状況にある。 

これは，性風俗営業が同法により届出制となっており、売春禁止法違反

等の違法なものを除き営業の自由があることを踏まえ、そうした店舗等の

紹介を行う案内所について届出以上に厳しい法令の制限を設けることが困

難なためである。 

現在、東京都条例での届出の義務化や営業時間の制限などの規制が検討

されている（別紙資料参照）。 



警視庁ホームページより引用 

「（仮称）東京都歓楽的雰囲気を過度に助長する風俗案内の防止に関する条例」（案） 

の概要 

1 風俗案内を業として行おうとする者の届出等 

(1） 事業所を設け、風俗案内を業として行おうとする者は、事業所ごとに公安委員

会に届出をしなければならないこととするとともに、罰則を設けることを検討し

ています。 

(2) (1） の届出をした者は、18 歳未満の者が立ち入ることができない旨を事業所

の入口に表示しなければならないこととすることを検討しています。 

風俗案内の禁止区域 

住居地域内及び学校、児童福祉施設の周囲 100 メートル（商業地域は 50 メートル） 

の区域内においては、事業所を設けて風俗案内を業として行ってはならないことと

するとともに、罰則を設けることを検討しています。 

3 禁止行為 

(1） 事業所を設け、風俗案内を業として行う者（以下「事業者」といいます。）は、 

次に掲げる行為をしてはならないこととするとともに、所要の罰則を設けること

を検討しています。 

午前零時（特定の地域は午前I時）から日出時までの時間において、風俗

案内を行うこと。 

事業所周辺において騒音を生じさせること。 

事業所の外周又は外部から見通せる内部に、フアッションヘルスにおける

性的サービスやキャバクラ等での客をもてなす行為若しくはこれに従事する

者を表すもの又はこれらを連想させるものとして、公安委員会が定める基準

に該当する写真、絵、その他の物品を表示等すること。 

事業所の外周又は外部から見通せる内部に、性的な行為や性器等を表すな

ど性的感情を刺激するものとして、公安委員会が定める基準に該当する文字、 

数字その他の記号を表示等すること。 

別表（*）に定める地域又は区域内の事業所の外周又は内部に、フアッシ

ョンヘルス等の広告物を表示等すること。（罰則を設ける） 

別表（*）に定める地域又は区域内の事業所の周辺又はその内部において、 

ファッションヘルス等のビラ等を配布すること。（罰則を設ける） 

18 歳未満の者を利用者に接する業務に従事させること。（罰則を設ける） 



ク 18 歳未満の者を事業所に利用者として立ち入らせること。（罰則を設ける） 

(2） 警察官は、(1）のアからエまでの違反が行われているときは、中止を命ずるこ

とができることとするとともに、命令違反に罰則を設けることを検討していま

す。 

4 従業者名簿の備付け 

事業者は、事業所ごとに従業者名簿を備え、これに従業者の氏名、生年月日等

必要な事項を記載し、これを保存しなければならないこととするとともに、罰則

を設けることを検討しています。 

5 風俗案内を委託された場合の確認等 

事業者は、風俗案内を委託された場合には、委託者の氏名、営業の名称等必要

な事項を確認し、書類を作成して、事業所ごとにこれを保存しなければならない

こととするとともに、罰則を設けることを検討しています。 

6 報告及び立入り 

公安委員会は事業者に対し、報告又は資料の提出を求めることができることと

し、警察職員は事業所へ立ち入り、帳簿、書類その他の物件を検査し、関係者に

質問することができることとするとともに、拒否等に罰則を設けることを検討し

ています。 

7 両罰規定 

従業者等が事業者の業務に関し、この条例の規定に違反する行為を行ったとき

は、その行為者を罰するほか、事業者にも同等の罰金刑を科することとすること

を検討しています。 

(*）別表（3 の（1）オ、カ関係） 

1 台東区千東4丁目（16 番から 32 番まで及び 41番から 48 番まで）の地域以外

の地域 

2 学校、図書館、児童福祉施設、病院又は診療所（患者を入院させるための施設を

有するものに限る。）の敷地の周囲 200 メートルの区域 

'4 



風俗無料案内所の問題点および対策イメージ 

風俗無料案内所に対する社会的な問題意識 

営業自体に伴なう問題点 

①店内に裸等の性的感情を刺激する写

真等が掲示されている。 

②合法店のみの紹介であるかについて

疑いが払拭できない。 

③店舗の営業に伴ない未成年者への影

響も懸念される。 

風俗営業等の規制及び業務の適正化等

に関する法律（またはこれに関連する

都条例） 

	支 
風俗案内所に特定した個別条例の制定

を図る。 

市 
、 

警察官が規制し、法令違反があれば摘 

発する。 

看板掲出に伴なう問題点 

①過度に大きな表示で「風俗案内」と掲

示することで、池袋の地域イメージを

低下させている。 

②過度な色彩・点灯照明等により景観を

悪化させている。 

く『掲出方喜の適正化 

V 
屋外広告物法（またはこれに関連する都

条例） 

	 支 

多数の違反広告物の中から風俗案内所の

看板の規制を優先するための根拠条文を

生活安全条例などで規定する。 

I- 

区が事務処理特例条例により規制を実施

し、従わない場合は警察官が摘発する。 

	4, 

市 

池袋の現い 

からすれば、 

概ね目に見

える効果は

難しい。 

× 	ノ 

風俗無料案内所の × 

営業しlくし 環境  / 
条例の技術的限い 

から全ての店舗に

規制をかけられる

わけではなく、象徴

的な店舗を特定し 

ぐ規制を行つ。 ノ 



第 15 号議案資料 

総 務 委 員 会 

18.2.16 総務部治安対策担当課 

「豊島区生活安全条例」の一部改正について 

1．条例制定の背景 

池袋繁華街周辺の風俗案内所に対して清浄な風俗環境の保持を図ることが求められて

いる。東京都でも平成 18 年第 1回都議会定例会に風俗案内所の営業規制に関する条例の

提案をしているところである。 

本条例は、区の責務として風俗案内所に関して清浄な風俗環境の整備を進めることを明

記するとともに、風俗案内所を営む者の責務として屋外広告物法等に定める許可を受ける

ほか清浄な環境を保持しなければならないことを明記するものである。 

2 ．豊島区における風俗案内所の現状 

店舗数 21店舗（平成 17 年 11月末現在 最多時 28 店舗） 

（西口）13 店舗 

（東口） 8店舗 

（参考）都内 10 月末現在 114 箇所 

3 ．これまでの対応の経過 

'--- 17 年 3 月 池袋駅西口・東口の環境浄化活動の中で店員等に自粛の呼びかけを

行ってきた。 

17 年 3 月 池袋警察署生活安全課において署長名での自粛呼びかけ文を従業員 

に直接手渡し、経営者に渡すよう申し渡しした。 

上記呼びかけ文に区長名を連名で掲載し、区職員も同行して同様の

行動を行った。 

17 年 8 月 22 日 池袋警察署講堂において「無料風俗案内所撤去推進協議会」を発足、 

警察・区行政・区民が一体となって連日にわたって自粛要請を実施し

ている。 

4‘風俗案内所の法令的な位置付け 

風俗案内所は、「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」などの法令

に規定されていないため、規制が困難な状況にある。これは、性風俗営業が同法によ

り届出制となっており、売春禁止法違反等の違法なものを除き営業の自由があること

を踏まえ、そうした店舗等の紹介を行う案内所について届出以上に厳しい法令の制限

を設けることが困難なためである。 

現在、東京都条例での届出の義務化や営業時間の制限などの規制が検討されている。 

（別添資料参照） 



本条例（案）を含めた風俗無料案内所の問題点および対策イメージ 

風俗無料案内所に対する社会的な問題意識 

営業自体に伴なう問題点 

①店内に裸等の性的感情を刺激する写

真等が掲示されている。 

②合法店のみの紹介であるかについて

疑いが払拭できない。 

③店舗の営業に伴ない未成年者への影

響も懸念される。 

看板掲出に伴なう問題点 

①過度に大きな表示で「風俗案内」と掲

示することで、池袋の地域イメージを

低下させている。 

②過度な色彩・点灯照明等により景観を

悪化させている。 

屋外広告物法（またはこれに関連する都

条例） 

	I  	r 

風俗営業等の規制及び業務の適正化等

に関する法律（またはこれに関連する 

都条例） 	+ 
風俗案内所に特定した個別条例の制定

を図る。 

多数の違反広告物の中から風俗案内所の

看板の規制を優先するための根拠条文を

生活安全条例で規定する。 

市  
/  
区が事務処理特例条例により規制を実施 

し、従わない場合は警察官が摘発する。 

風俗無料案内所の 、 

営業しl くし 環境  7 
臨技術自い 
限界により規

制可能な店舗

について是正

を行う。 

、 



第

百
十
二

号
議
案 

歓
楽
的
雰
囲
気
を
過
度
に

助
長
す

る
風

俗
案
内

の
防
止
に

関
す

る
条

例 

右

の
議
案
を

提

出
す

る
。 

平
成
十

八
年

一
一月
一
一十
一
一日 

提 

出 

者 

東
京

都
知
事 

石 

原 

慎 

太 

郎 

歓
楽

的
雰
囲

気
を
過
度
に

助
長

す

る
風
俗
案

内
の
防

止
に

関
す

る
条

例 

（
目
的
） 

第
一

条 

こ

の
条

例
は
、

地
域

の
歓

楽
的
雰
囲

気
を

過
度
に

助
長

す

る
よ

う
な

方
法
に

よ
る
風
俗

案
内
を
防

止
す
る
た
め
に

必
要
な

規
制
を

行

う
こ

と
に

よ
り
、

青
少

年
を

そ

の
健
全

な
成
長
を
阻

害
す

る
行

為
か

ら
保
護
す
る
と
と
も
に
、

繁
華

街
そ
の

他
の
地
域
に

お
け

る
健
全
な

ま
ち
づ

く
り

に
資
す

る

こ
と
を

目
的

と
す

る
。 

（
定
義
） 

第

二
条 

こ
の
条
例
に

お
い

て 

「風
俗
案

内
」
と
は
、

次
に

掲
げ

る
営

業
に

関
す

る
情
報

の
提
供
を
受
け

よ
う
と
す

る
者
（
第

四
条
第

七
号
及
び

第

八
号

に
お
い

て
「

利
用
者

」
と

い
う
。

）
の
求

め
に

応
じ
、

有
償
又
は

無
償
で
、

当
該

情
報
を

提
供
す
る
こ
と
を

い
う
。 

異
性

の
客

の
性

的
好

奇
心
に

応
じ

て
そ
の

客
に

接
触

す
る
役
務
を

提
供
す

る
営
業 

歓
楽

的
雰
囲
気

を
醸
し

出
す
方
法

に
よ
り
異

性
の
客

を
も
て
な
し

て
飲
食
さ

せ
る
営
業 

‘・ 

（
届
出

等
） 

第

三
条 

風
俗
案
内
を

行
う
た

め
の
施
設

（
以
下
「

事
業

所
」
と
い

う
。

）
を

設
け
、

当
該
事

業
所
に

お
い

て
風
俗

案
内
を
業

と
し

て
行
お

う
と
す

る
者
は
、

風
俗
案

内
を

開
始
し

よ
う
と

す

る
日

の
十
日

前

ま
で
に
、

事
業
所
ご

と
に
、

東
京
都
公

安
委

員
会

規
則
（

以
下 

「
公
安
委

員
会
規

則
」 

と

い
う
。

）
で

定

め
る
と
こ

ろ
に

よ
り
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

東
京

都
公
安

委
員
会

（
以
下 

「公
安
委

員
会

」 

と
い
う
。

）
に

届
け

出
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。 

参 考 資 料 



氏

名

又
は

名
称

及
び

住
所

並
び

に
法
人
に

あ
つ

て
は
、

そ
の

代
表
者

の
氏

名 

事

業
所
の

名
称

及
び

所
在
地 

前
二
号
に

掲
げ

る
も
の

の
ほ
か
、

公
安
委

員
会
規

則
で

定
め

る
事
項 

2 

前
項
の

規
定
に

よ

る
届
出
を
し

た
者
は
、

当
該

届
出
に

係
る
事

項
（
同

項
第

二
号
に

掲
げ

る
事
項
に

あ
っ

て
は
、

事
業

所
の

名
称
に
限

る
。

） 

に
変
更
が

あ
っ

た
と
き
、

又
は

当
該

届
出
に

係

る
風
俗

案
内
の

業
を

廃
止
し

た
と
き
は
、

そ
の
日
か
ら

起
算
し

て
十
日
以
内
に
、

公
安
委

員
会

規

則
で
定

め
る
と
こ

ろ
に
よ

り
、

そ
の
旨

を
公
安

委
員
会
に

届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。 

3 

第
一

項
の
規

定
に

よ
る
届
出
を
し

た
者
は
、

十
八
歳
未
満
の
者
が

当
該

届
出
に

係

る
事
業
所
に

立
ち

入
る
こ

と
が
で

き
な

い
旨
を
、

公
安
委

員

会
規
則
で

定
め
る

と
こ
ろ
に

よ
り
、

事
業
所
の
入

り
口
に

表
示
し

な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。 

（
禁
止
行

為
） 

第

四
条 

事
業

所
を

設
け
、

風
俗
案
内
を

業
と
し

て
行
う
者

（
以
下
「
事
業
者

」
と
い

う
。

）
は
、

風
俗
案
内
に

関
し
、

次
に

掲
げ

る
行
為
を
し

て

は
な
ら

な

い
。 

午
前
零
時
（

公
安
委

員
会

規
則
で
定

め
る
地
域
に

あ
っ

て
は
、

午
前
一
時

）
か
ら

日
出
時

ま
で
の
時

間
に

お
い

て
、

風
俗
案
内
を

行
う
こ
と
。 

事

業
所

周
辺
に

お
い

て
、

公
安
委

員
会
規

則
で
定

め
る
数

値
以

上
の

騒
音
を
生
じ

さ
せ

る
こ
と
。 

事
業
所
の
外

周
に
、

又
は
外
部
か

ら
見
通
す
こ
と
が

で
き

る
状
態
に
し

て
そ
の
内

部
に
、

第
二

条
各
号
・
に
掲
げ

る
営
業
に

お
い

て
提
供
さ
れ

る
行

為
若
し

く
は
こ
れ

に
従
事
す
る
者
を
表

す
も
の

又
は
こ
れ

ら
を
連

想
さ
せ

る
も
の
と
し

て
、

公
安
委
員
会
規

側
で

定
め
る
基

準
に

該
当
す

る
写
真
、

絵
そ
の

他
の

物
品
を
表
示
し
、

掲
出
し
、

又
は
配
置

す

る
こ
と
。 

事
業

所
の
外

周
に
、

又
は
外
部
か
ら
見

通
す
こ

と
が

で
き
る
状
態
に
し

て
そ
の
内
部
に
、

性
的
感

情
を

刺
激
す
る
も
の
と
し

て
、

公
安
委
員

会
規

則
で
定
め

る
基

準
に

該
当
す

る
文
字
、

数
字
そ
の

他
の

記
号
を
表

示
し
、

又
は

表
示
し

た
も
の
を

掲
出
し
、

若
し

く
は
配

置
す
る
こ
と
。 

別
表
に
定
め

る
地
域
又
は
区
域

内
に
所
在

す
る
事
業
所
の
外

周
又
は

内
部
に
、

第
二
条
第

一
号
に

掲
げ

る
営
業
に

係
る

広
告

物
（

常
時

又
は

一
定
の

期
間

継
続
し

て
公
衆
に
表

示
さ
れ

る
も
の
で

あ
っ

て
、

看
板
、

立
看
板
、

は
り
紙
及
び

は
り
札
並
び

に
広
告
塔
、

広
告
板
、

建
物
そ
の

他
の

工
作
物
等
に

掲
出
さ
れ
、

又
は
表
示
さ
れ
た

も
の

並
び

に
こ
れ

ら
に

類
す

る
も
の
を

い
う
。

）
を
表
示

す
る
こ
と
。 



別
表
に

定

め
る
地

域
又

は
区
域

内

に
所
在
す

る
事
業

所
に

お
い

て
、

第

二
条
第

一
号
に

掲
げ

る
営

業
に

係
る
ビ

ラ
、

パ
ン

フ
レ
ソ

ト

そ

の
他

の
物
品
を

配
布
す

る
こ

と
。 

十
八

歳
未
満

の
者
を
利
用
者

に
接
す

る
業

務
に

従
事

さ
せ

る
こ
と

o 

十
八

歳
未
満

の
者

を
事

業
所
に

利
用
者

と
し

て
立
ち

入
ら

せ
る
こ
と

o 

（
中
止
命

令
等
） 

第

五
条 

公
安

委
員
会

は
、

事

業
者
が

行
う
風
俗

案
内
に

関
し
、

前
条
の
規

定
に
違
反

す
る
行

為
（
同

条
第

五
号
か
ら

第

八
号
ま
で
に

掲
げ

る
行
為

を

除
く
。

）
が

行
わ
れ

て
い

る
と
き
は
、

当
該

事
業
者
に

対
し
、

当
該
違
反

行
為
を

中
止
す

る
こ
と
を

命
じ
、

又
は

当
該
違

反
行
為
が

行
わ
れ

な

い
こ
と
を

確
保

す

る
た
め
に

必
要

な
事
項
を

命
ず

る
こ
と
が

で
き

る
。 

（
従
業

者
名
簿

） 

第

六
条 

事

業
者

は
、

事
業
所
ご

と
に
、

従
業
者

名
簿
を

備
え
、

こ
れ

に
当
該

事
業
所
に

お
け

る
風
俗
案

内
に

係

る
業
務
に

従
事

す

る
者
の

氏
名
、 

生
年

月
日
、

住
所
そ

の
他
公

安
委

員
会

規
則
で

定

め
る
事

項
を

記
載
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

o

た
だ
し
、

事
業
所
ご

と
に
、

労

働
基

準
法

（
昭
和

二
十

二
年
法

律
第

四
十
九

号
）
第

百
七
条
に
規

定
す
る
労

働
者

名
簿
を

備
え

付
け

て

い
る
場
合

は
、

こ
れ

を
従
業
者

名
簿

に
代
え

る
こ

と
が

で
き

る
。 

（
風
俗
案
内
を

委
託

さ
れ

た
場
合

の
確
認

等
） 

第
七
条 

事
業

者
は
、

事
業

所
に

お
い

て
行
う
風

俗
案

内
を

委
託
さ
れ

た
場
合
は
、

次

の
各

号
に

掲
げ

る
事
項
を
、

当
該

事
項
を
証

す

る
書
類

と
し

て
公
安

委

員
会
規

則
で

定

め
る
書
類
に

よ
り
、

確
認
し

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。 

委
託

者

の
氏
名
又
は

名
称
及
び

住
所
並
び

に
法
人

に
あ
っ

て
は
、

そ
の

代
表

者

の
氏
名 

営
業
所
等

の
名
称
及
び

所
在
地 

営
業

の
種

別 

前
三

号

に
掲
げ

る
も
の
の
ほ

か
、

公
安
委

員
会
規

則
で
定
め

る
事

項 

2 

事
業
者

は
、

前

項
の

確
認
を
し

た
と

き
は
、

公
安
委

員
会
規

則
で

定
め

る
と
こ
ろ
に

よ
り
、

当
該

確
認
に

係

る
書
類
を

作
成
し
、

当
該
書
類
を 



作
成
し

た

日
か

ら
一
ニ
年間
、

当
該
事

業
所
ご

と
に

こ
れ

を
保
存
し

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。 

（
報
告
及
び

立
入

り
） 

第

八
条 

公
安
委

員
会
は
、

こ
の
条
例
の
施

行
に

必
要

な
限

度
に

お
い
て
、

事
業

者
に

対
し
、

そ
の
業

務
に

関
し

て
報
告
又
は

資
料
の

提
出
を
求

め

る
こ
と
が

で
き

る
。 

2 

警
察
職

員
は
、

こ
の

条
例
の
施
行
に
必

要
な
限

度
に

お
い

て
、
事
業

所
に
立

ち
入

り
、

帳
簿
、

書
類
そ

の
他
の

物
件
を
検
査
し
、

又
は

関
係
者

に
質
問

す

る
こ

と
が
で

き

る
。 

3 

前
項
の

規
定
に

よ
り
警
察
職

員
が

立
ち
入

る
と

き
は
、

そ

の
身

分
を

示
す
証
明
書
を

携
帯
し
、

関
係
者
に

提
示
し

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。 

4 

第
二
項
の
規
定

に
よ

る
権
限

は
、

犯
罪

捜
査
の
た

め
に
認
め
ら
れ

た
も
の
と

解
し

て
は

な
ら

な
い
。 

（
委
任
） 

第
九

条 

こ
の
条

例
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、

こ
の
条

例
の
施
行
に

関
し

て
必
要
な
事
項
は
、

公
安
委

員
会
規

則
で
定

め
る
。 

（
罰
則
） 

第

十
条 

次
の
各

号
の
ー

に
該
当
す

る
者
は
、

六
月
以
下
の
懲
役
又
は

五
十
万
円
以
下
の

罰
金
に
処

す

る
。 

第

四
条
第

七
号
又
は

第
八

号
の
規
定
に

違
反
し

た
者 

第

五
条
の

規
定
に

よ

る
命
令
に

違
反
し

た
者 

2 

第

四
条
第
五

号
又
は

第

六
号
の
規
定
に

違
反
し

た
者
は
、

五
十
万
円
以
下
の

罰
金
に

処
す
る
。 

3 

次
の
各

号
の

ー
に
該
当
す
る
者
は
、

三
十

万
円
以
下

の
罰
金
に
処

す
る
。 

第
三
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
を

せ
ず
、

又
は

虚
偽
の

届
出
を
し

た
者 

第

六
条
の
規

定
に

違
反
し

て
、

従
業
者

名
簿
を

備
え
ず
、

又
は

こ
れ
に

必
要

な
記
載
を
せ
ず
、

若
し

く
は
虚

偽
の
記
載
を
し

た
者 

第
七
条
第
一
項
の

規
定
に

違
反
し

た
者 

第

七
条
第

二
項
の
規
定
に
違
反
し

て
、

書
類
を

作
成
せ
ず
、

若
し

く
は
虚

偽
の
書
類
を

作
成
し
、

又
は

書
類
を
保

存
し

な
か
っ

た
者 

4 

第

八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し

く
は

資
料

の
提
出
を

拒
み
、

若
し

く
は
同
項
の
規
定
に

よ
る
報

告
若
し

く
は
資
料
の
提
出
に
つ
い
て 



虚
偽
の
報

告
を
し
、

若
し

く
は

虚
偽
の

資
料
を

提
出
し
、

又
は
同
条
第
二

項
の
規
定

に
よ
る
立
入
り

若
し

く
は
帳
簿

等
の
検

査
を
拒

み
、

妨
げ
、 

若
し

く
は

忌
避
し

た
者
は
、

一
一
十
万
円
以
下

の
罰
金

に
処

す
る
。 

第
十
一

条 

第

四
条
第
七
号

又
は
第

八
号
に

掲
げ

る
行

為
を
し

た
者

は
、

当
該

十
八
歳

未
満

の
者

の
年
齢
を

知
ら
な
い

こ
と
を
理

由
と
し

て
、

前
条

第

一
項
の

規
定
に

よ
る
処

罰
を

免
れ

る
こ

と
が

で
き
な
い
。

た
だ
し
、

当
該
年
齢
を

知
ら
な

い
こ
と
に

過
失
が

な
い

場
合
は
、

こ
の
限

り
で
な

い
。 

（
両
罰
規
定

） 

第
十

二
条 

法
人
の

代
表
者

又
は
法
人

若
し

く
は
人

の
代
理

人
、

使
用
人

そ
の

他
の
従

業
者
が
、

そ
の

法
人
又
は
人

の
業
務
に

関
し
、

第
十
条
の
違

反
行
為
を
し

た
と
き
は
、

そ
の

行
為
者
を

罰
す
る
ほ
か
、

そ

の
法
人
又

は
人
に

対
し
、

同
条

の
罰
金

刑
を

科
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

1 

こ
の
条

例
は
、

平
成
十

八
年
六

月
一

日
か
ら

施
行
す
る
。 

（
経
過

措
置

） 

2 

こ
の

条
例
の
施

行
の
際
、

現
に

事
業
所

を
設
け
、

当
該
事
業
所
に

お
い
て

風
俗
案

内
を
業
と
し

て
行
っ

て
い

る
者
に

関
す

る
第
三
条
第
一
項
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は
、

同
項
中
「

風
俗

案
内
を

開
始
し

よ
う
と

す
る
日
の
十
日

前
」
と

あ
る
の
は
、 

「
平
成
十
八

年
六

月
三
十
日

」 

と
す
る
。 

別
表

（
第
四
条
関

係
） 

台
東
区
千

束
四
丁

目
（
十
六

番
か

ら
三
十

二
番
ま
で

及
び

四
十
一
番
か
ら

四
十
八

番
ま
で

）
の
地
域

以
外
の
地
域 

学
校
（

学
校
教

育
法
（
昭

和
二
十
ニ

年
法

律
第
二
十
六
号
）

第
一

条
に
規
定

す
る
も
の
を
い

う
。

）
、

図
書

館
（
図
書

館
法

（
昭
和
一
一

十
五

年
法

律
第
百
十
八

号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定

す
る
も
の
を

い
う
o

）
、

児
童

福
祉
施
設
（

児
童

福
祉
法

（
昭
和
二
十
二

年
法

律
第

百
六

十
四
号
）
第

七
条
に
規

定
す

る
も
の

を
い

う
o

）
、

病
院

（
医
療
法
（
昭

和
二
十
三
年
法

律
第
二

百
五
号

）
第
一
条
の
五
第
一
項
に

規
定

す

る
も
の
を

い
う
o

）

又
は
診

療
所
（
医

療
法

第
一
条

の
五
第
二

項
に
規
定

す

る
も
の
の

う
ち
、

患
者
を
入
院
さ

せ
る
た

め
の
施
設

を
有
す

る
も

の
を
い

う
o

）

の
敷

地

（
こ
れ

ら
の
用
に

供
す

る
も
の
と
決
定
し

た
土
地

を
除

く
。

）
の

周
囲
二

百

メ
ー
ト

ル
の
区
域 



（
提
案

理
由
） 

歓
楽

的
雰

囲
気
を

過
度
に

助
長

す
る

よ
う
な

方
法
に

よ
る
風

俗
案
内
を

規
制
す

る 

」
と
に

よ
り
、

青
少

年
を

そ
の
健
全

な
成
長
を
阻

害
す

る
行

為 

か
ら

保
護

す

る
と
と

も
に
、

繁
華
街
そ
の

他
の

地
域
に

お
け

る
健
全
な

ま
ち
づ

く
り
に

資
す
る
必
要
が

あ

る
。 


